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公益社団法人日立市シルバー人材センター

毎年、巡回パトロールや安全講習会などの安全対策を実施していますが、事故件数はなか

なか減少せず、依然として憂慮すべき状態が続いています。シルバー事業は、高齢者が健康

で安心して働くことを通じて生きがいを得るとともに、地域社会に貢献していくことを目的

としており、このことからも日頃から安全・適正就業に対する高い意識を維持していくこと

が重要です。

７月は「安全・適正就業強化月間」となっており、全ての会員及び役職員が事故の撲滅及び

「安全・安心」なシルバー事業の展開に努めましょう。

夏も本番を迎え、刈払機を使う機会も多くなってくる時期です。刈払機を使う仕事に就業され

ている方や個人的に使用する方は、取扱いに十分注意するようお願いいたします。

⑴ ヘルメット、保護眼鏡、防振手袋等の保護具の着用を忘れずにしましょう。

⑵ 作業前には、作業現場の下見（異物がないかどうか等）をしっかりと行うこと。

⑶ 適度に休憩をはさみながら作業すること。

⑷ 飛散防止のネットを使用し、石などが飛び散らないようにしましょう。

⑸ 作業者自身の安全のため、飛散防止カバーは確実に取りつけるようにしましょう。

  

全国統一スローガン

安全は 無理せず 焦らず 油断せず

刈払機の事故に注意しましょう

事故が起きたら必ずセンターへ連絡をお願いします。

事故が起きた場合

１ 事故の適切な処置（救急車の手配、警察への通報等）をする。

２ センターへ事故の連絡をする。（土・日・祝日の場合には、センター担当職員へ）

※ 連絡を受けて、センターでは必要に応じ事故現場に急行するとともに、家族への連絡、保

険代理店への連絡及び代車の手配などの必要な処置を行います。

３ 事故発生報告書の提出

※ 事務処理及び事故の詳細内容と事故原因追及に必要なため速やかに提出をお願いします。

※ 報告書用紙はセンターで用意します。


